
 
                                    
 
           
     

 
 
 

                

 
 
PRESS RELEASE 

           平成２３年７月２１日 

 

「第２回集まれ！市民のエコライフ＆テクノロジー」

開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜概要＞ 

   ・ごみや温暖化、震災後の節電、生活環境を取り巻く生態系の保全などの問題解

決は、暮らしの工夫から・・。産官学民が集い、日々研鑽しているエコライフ

やエコテクノロジーの活動を報告しあい、新しい知識の取得や情報の交換、ア

イデアの創出などを通して、市民がエコライフとテクノロジーを正しく理解し、

生活の中で実践できるようにすることを目的とします。 

   ・今年のテーマは「地域間のコミュニケーション」。エコライフやテクノロジー

を広く伝えてゆくためには、地域の様々な活動を互いに知り合い、取り込んで

ゆくことが大切です。今年は、活動が盛んな滋賀県の環境団体をお招きします。 

   ・滋賀県琵琶湖環境科学研究センター内藤正明氏を迎え、「本当のエコライフとは

何かを考える」というテーマで特別講演をしていただきます。 

   ・展示会場では、環境団体が日々の活動の成果をパネルやデモで展示します。 

 ・参加環境団体は岡山大学、岡山市を含め 12 団体で、岡山一宮高校がスーパーサ

イエンスハイスクールの環境活動紹介をするほか、岡山大学生が「学生のため

のエコライフ」を自主企画します。 

＜お問い合わせ＞ 

 岡山大学 廃棄物マネジメント研究センター

藤原健史 

（電話番号）086-251-8994 

（FAX番号）086-251-8994 

 

 来る８月２０日（土）に、岡山大学創立五十周年記念館において「第２回 集まれ！市

民のエコライフ＆テクノロジー」のイベントを開催します。フロアーでは岡山県や他府県

の環境団体が知恵を絞りエコライフ・テクノロジーについて様々な展示を行います。また、

ホールでは内藤正明氏（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター所長）による「本当のエコラ

イフとは何か」についての分かりやすい講演があります。次世代のために、地球温暖化の

こと、資源のこと、生態系のこと考えながら、一緒にエコな暮らしや技術を体験しません

か？誰でもご参加できます。   


